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マスメディア離れが深刻になっている。国内外の世論調査を通じて特
に
十
代、
二
十
代
の
若
い
世
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
が、
浮き彫りになってきた。　
マスメディア離れには二つの側面がある。一つは人々が、テレビや新
聞に接触しなくなっているという点だ。一度に大多数の人々に情報発信できる手段がテレビ電波や新聞の宅配システム等 限られていたマスメディアの独占状況が、インターネットの普及で崩れた。スマートフォンの
登
場
で、
FAC
EBO
O
K
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
加
入
者
が
急
拡
大
し、
ニ
ュ
ー
ス
の
伝達経路が劇的に変化したことが、その背景と言えるだろう。　
ニュース
は、
必ず
し
も
テ
レ
ビ
や、
新聞で知る
も
の
で
は
な
く
なった。
人々
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
人
の
近
況
を
知
り、
や
り
取
り
し、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
多
く
の時間を割いている。ニュースは、その傍ら 友人のシェアなどによって
ＳＮＳ
を通じて流れ込んでくるものへと変わりつつあるのだ。
　
七
十
代
以
上
の
世
代
で
は
依
然
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
存
在
感
は
大
き
い
が、
若い世代は、新聞 手に取らなくなり、テレビ画面 目を向けなくなっている。　
そしてマスメディア離れのもう一つの側面は、新聞やテレビに対する
期待感が薄れ、警戒感すら高まっていることだ。これも、若い世代に顕著な現象だ。　
新聞やテレビが、国民を代表して、権力と対峙し、不正を暴き、公正
透明な社会の実現に貢献している、という期待感が後退している。同時
に、
か
つ
て
の
よ
う
に世の中の先端の流れ
を掴み、
斬新な感覚で時代を
リー
ドしているとも思われていないのだ。　
む
し
ろ若い世代を中心に、
マ
ス
メ
ディア
は言論の自由を振り
か
ざ
し、
プ
ライバシーを侵害、国益を損なう存在だという警戒感の方が、強くなっているのだ。　
林（二〇一七）の言葉を借りれば、マスメディアへの「不信」と言え
るだろう。林によれば、政治的な分断が激し 国ほど、メディアへの不信感が高まる傾向があるという。　
最近の日本の
例でいえば、こうなるだろう。
「最近の新聞やテレビは、
駄目だ」
と
い
う言葉の後に、
人に
よって真逆の言葉が続く。
あ
る人は
「な
ぜ、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
安
倍
政
権
を
も
っ
と
厳
し
く
追
及
し、
批
判
し
な
い
の
だ
」
となり 別の人は「なぜ、安倍政権が頑張っ のに、なんでもかんでも批判するのか と言う。安倍政権への賛否の分裂が深まるほど、マスメディアへの不信感が高まる構造になっているのだ。　
一方で、
ＳＮＳ
に提示さ
れ
る記事な
ど
は、
ＡＩ
（人工知能）
の機能で、
自分と意見や感覚が合う情報ばかり 選択的に提示さ る仕組みに って
い
る。
そ
の
た
め、
考え方が偏る
フィル
ターバ
ブ
ル現象が広がって
い
る。
　
政治的な分裂が、新聞やテレビへの不信感を高め、フィルターバブル
現象が、世論の分断を加速している。政治や社会の分断とメディアの変化は、合わせ鏡のように、互いの在 ようを歪んだ形で増幅させていと言えるだろう。
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筆者は、共同通信の記者、デスクとして二十年以上、報道に携わって
きた。教壇に立つようになってからも、一般向けの著作や月刊誌、オンラインメディア等に原稿を書き続けている。そういう意味では、以前も今もマスメディア人の末席を汚している。　
取
材
を
通
じ
て
今
も、
多
く
の
政
治
家
や
官
僚、
経
済
人
と
意
見
交
換
も
進
め、
編集者や記者など現場のマスコミ人とも接点を持ち続けている。その一方で、講義 ゼミを通じて、学生たちと一緒にマスメディアの変化について考える機会も得ている。様々な立場の人々との意見交換や内外の統計なども参照しながら、社会の変動と共振するマスメディアの現状について考察してみたい。テレビをめぐる悪循環　「い
い番組が
で
き
た。
そ
う
い
う手応え
が
あって
も、
高い視聴率に
つ
な
が
らなくなった」　
民放キー局の幹部は、こう嘆いた。かつては、この局の看板ニュース
番組のプロデューサーも務めた敏腕テレビマンだ。　「購買力や消費意欲の
あ
る中年や若手の
テ
レ
ビ離れ
が深刻だ。
視聴者の
中心が、じっと家にいる高齢者に移りつつあ 。そう た層に合わせ番組ばかりになり、さらに若手や中年のテレビ離れが加速する悪いループだ。スポンサーの目線も厳しくなり、広告収入にも響き始めた」　
高齢者を中心に、自宅でテレビを見ている層は、消費意欲も購買力も
弱
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
は
確
か
な
見
立
て
だ
ろ
う。
視
聴
率
を
稼
ぐ
た
め
に、
自
宅
で
じ
っ
と
し
て
い
る
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と、
ス
ポ
ン
サ
ー
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
効
果
に
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る。
一
方
で、
苦
労
し
て
高
い
問
題
意
識
の
番
組
を
制
作
し
て
も
肝
心
の
若
者
は
テ
レ
ビ
を
見
な
く
な
っ
て
い
る。
さ
ら
に
Ｃ
Ｍ
収
入の低下で、低コストの番組制作を迫られ、それが番組の質の悪化 招き、若者や中高年層が、さらにテレビ ら離 ていく……。このテレ局幹部が指摘するのは、こうした悪循環だ。
　
こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
を見て
き
た高齢者が
ターゲット
な
ら、
こ
れ
ま
で通り
の番
組を制作す
れ
ば良い
と
い
う惰性が
支配的に
な
る。
新し
い挑戦や冒険よ
り、
これまでのパターンを踏襲するインセンティブが現場に生まれるのだ。　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所「
２
０
１
５
年
国
民
生
活
時
間
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と、ワンセグなども含めたテレビ番組を視聴した人の割合を示す行為者率を全体
（平日）
で
み
る
と、
一九九五年の九二
・
一％か
ら二〇一五年に
は
八五
・
二％に減少している。
　
年代別で見る
と、
七十代以上
（平日）
の女性は九五年の九五
・
五％か
ら
一
五
年
に
は
九
五
・
六
％
と
な
る
な
ど、
七
十
以
上
で
は、
一
九
九
五
年
か
ら、
二
〇一五年に至るまで、九五％を超える大半の人がテレビ番組を見ていることが分かる。特に日曜でみれば、男女ともに、むしろ二〇一五年の方が、テレビへの接触が増えている。　
該当する行為を一日一五分以上行った人の平均時間を示す行為者平均
時間では、七十代以上の女性（ ）が、九五年の五時間二九分から一五年には六時間三分に増加するなど、男女とも平日、日曜ともにテレ
ビ
を鑑賞する時間 増加している。　
男性（日曜）では六十代でも、九五 から十五年で三十分以上の増加
がみられる。　
高齢世代に限れば、大半の人がテレビ番組を見ている上、多くの時間
をテレビの前で過ごしており、テレビは依然として娯楽や情報収集の中心で、マス（大衆）にリーチしたメディアだと言え だろう。七十代以上（日曜）では、むしろ二十年前以上に テレビの存在感が大きくなってさえいるのだ。　
一方、十代ではどうだろう。日曜日の行為者率でみると、男性は九五
年の九四
・
四％か
ら一五年に
は七一
・
九％と
な
り激減し
て
い
る。
日曜の行
為者平均時間でも、男性は二十年で五十分も減少 ている。若い世代ではテレビの存在感は急速に薄れたことがうかがえる。　
一方、
マ
ス
メ
ディア
の
も
う一つ
の雄で
あ
る新聞に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う。
　
全体（平日）は九五年の五二
・
一％から一五年の三三
・
二％に大幅に落
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ち込んでいる。ただ、七十代以上（平日）の女性は五一
・
〇％から五三
・
八％に上昇するなど高齢世代で新聞への接触は増えている。　
しかし、十代（日曜）の男性は、一七
・
七％から〇
・
八％と激減。さら
に、五十代（平日）の男性でみると七四
・
四％から三八
・
八％に、ほぼ半
減、四十代（平日）の男性も、六六
・
七％から二〇
・
一％となり、三分の
一以下に落ち込んでいる。　
新聞に
つ
い
て
は世代間の格差が非常に大き
い。
七十代以上の男性で
は、
二〇一五年でも七割程度が、女性でも半分程度が新聞を読む習慣が未だに根付いている。その一方で、十代では、目を覆いたくなるような新聞離れが進んでいる。新聞を読む習慣が継続している七十代以上、六十代と、スマホなどの日常的な活用が進 五十代、四十代の間にも大きな断層がある。年代が下がるごとに、新聞離れが加速して 点は注目すべきだろう。テレビ以上に、新聞は若い世代の読者を急速に失っているのだ
。
メディアに警戒感を持つ若者たち　
一方、人々は新聞やテレビなどマスメディアに、どの程度の信用を置
いているのだろう。若い世代で、どのように期待感が薄れ 警戒感や不信感が高まっているのかを中心に見ていきたい 新聞通信調査会の「メディア
に関す
る全国世論調査
（二〇一七年）
」
の
「報道の自由に
つ
い
て
ど
う思う？」などを基に考察してみた。　「
報
道
の
自
由
は
常
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
」
に「
思
う
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は、七十代以上、六十代で八割を超えて が、十八歳
・
十九歳になる
と六八
・
三％まで減少する。
　
一方で「報道によって、プライバシーが侵害されていると思う」
、「メ
ディアは報道の自由を振りかざし と思う」に「思う」と答えた人の割合は、年代が若くなるにつれて高くな 。　
特に「現在の報道を見ていると、圧力をかけられても仕方がな と思
う」
で
「思う」
と答え
た人の割合は、
六十代の三五
・
三％な
の対し
て、
十
八
歳
・
十
九
歳
は
五
九
・
七
％
に
跳
ね
上
が
る。
さ
ら
に「
政
府
が
国
益
を
損
な
う
と
い
う理由で
 メ
ディア
に圧力を
か
け
る
の
は当然だ
と思う」
で
も、
「思う」
は六十代の二九
・
六％に対して十八歳
・
十九歳は四六％に急増する。
　
若い世代ほど、報道の自由を尊重する気持ちが薄れ、政府などからメ
ディア
へ
の圧力を
「仕方が
な
い」
「当然だ」
と考え
る割合が高まって
い
る
のだ。若い世代からは、報道の自由を通して政府や企業をけん制、公正公平な世の中を実現するというマスメディアへの期待が薄れ、言論の自由を振りかざして、プライバシーを侵害する警戒すべき対象と受け取られつつあることが読み取れる。　
私が世界共生学部で担当し
て
い
る
「国際マ
ス
メ
ディア」
（主に一年生が
受講
　
受講生は五十人から六十人程度）の講義でも、二〇一八年度と二
〇一九年度に初回の講義で、受講している学生に同様のアンケートを実施した。　
一九年度の回答で
み
る
と
「報道の自由は常に保障さ
れ
る
べ
き
だ」
で
「思
う」
は七三
・
三％、
「現在の報道を見て
い
る
と、
圧力を
 か
け
ら
れ
て
も仕方
がないと思う」で「思う」は四五
・
三％となった。
　
世界共生学部の学生は、全国の十八歳
・
十九歳に比べれば、やや緩や
かだが、マスメディへの期待が薄れ、警戒感が高まって ることは変わらないと言える。　
で
は、
若い世代の
マ
ス
メ
ディア不信の背景に
は、
何が
あ
る
の
だ
ろ
う
か。
　
その答えを探るために講義の中で、新聞通信調査会の世論調査、学生
た
ち自ら
の
ア
ン
ケート結果を共有し
た上で、
「若い世代に新聞や
テ
レ
ビ
の
報
道
に
対
す『
期
待
』
が
低
下、
『
不
信
』
や『
警
戒
』
が
高
ま
っ
て
い
る
背
景
に
は、どんな理由が考えられますか」という問い 、グループワークを実施した。　
チームは学生四から五人で編成。十分ほど議論した上で、ワークシー
トに議論の結果をまとめ、いくつかのチームに発表してもらった。　
多く
の学生か
ら出た答え
が、
記者た
ち
の
「上か
ら目線」
「横暴な振る舞
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い」に対する警戒感だ。そして、その背景として、テレビや新聞の取材手法等が、インターネットを通じ スマホなどに届き 学生たちに可視化されている点を指摘する意見が出された。　
複数の学生チームが指摘した具体的な事例が、二〇一九年五月に大津
市で軽乗用車が保育園児の列に突っ込み、二人の園児が亡くなった事件で記者会見を開いた の園長への記者たちの質問攻勢だ。　
＠ｎｉｆｔｙニュースの「大津事故
・
保育園園長の会見で記者の質問
が炎上」によると「会見を見たネットユーザーからは、被害者であるはずの保育園側が記者会見を開き、責任を追及するかのような を浴びせた記者に批判が集中『泣き崩れて るのに ばかりに質問する はおかしい』
『保育園側は被害者なのに犯罪者のように扱っている』
『園児
が死んでどんな気持ち？と質問する記者は鬼畜としか思えない』と炎上し
て
い
る。
そ
の勢い
は凄ま
じ
く、
『園長先生』
や
『マ
ス
ゴ
ミ』
と
い
う
ワー
ドが
Tw
itter
のトレンドで上位に入るほどだった」という。
　
学生からも「どうして記者の人たちが、罪もない園長先生に、あんな
質問ができるのか理解 きない」などの声が出された。学生 ちは、スマートフォンで閲覧したネットニュースなどで、マスコミの取材手法問題にした上記のような記事に触れ、強い違和感を覚えたという。学生たちの反知性主義　
さらに私が学生たちとの対話から感じ取ったのは、学生たちの中にあ
る独特な「反知性主義」 似 目線である。森本（二〇一五）は反知性主義を「知性と権力の固定的な結びつきに対する反感 ある。知的な特権
階
級
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
感
で
あ
る
」（
K
indle
の
位
置
№
三
二
四
九
―
三二五〇）と定義している。
　
トランプ大統領の誕生を反知性主義で説明することも可能だろ 。ラ
ストベルトと呼ばれ 工業地帯で安い賃金で働く白人労働者たちからすれば、ニューヨークタイムズのような新聞社の記者も、ハーバードのよ
うな大学の学者たちも「政治家と一緒になって自分たちを顧みていないイ
ン
テ
リ」
で、
権力と知性の固定的な結び
つ
き
に見え
て
い
る
に違い
な
い。
それをぶち壊そうと誕生したのがトランプ大統領なのだろう。トランプ大統領の言動をニューヨークタイムズのようなメディアや、ハーバードなどの学者たちが批判しても、その支持基盤が揺るがないのは このメディアや大 も含めた知的な特権階級へ 反発だと考えられる。　
一方で、今の日本の大学生たちは「リア充」という言葉に象徴される
ように多くが現実（リアル）の生活に、充実感を っている。政治や社会に対する関心 薄く、政治に対する内的有効性 覚も外的有効性感覚も乏しい。つまり、自分たちの投票行動などで政治家に働きかけても政治は変わらず、政治家も た に働いてくれるとは信じ ないように思える。安全で自由で、就職率も高い日本は 若者に満足感を与えている。その一方で、不確実性が高
まる世界への不安は強く、政治
や社会が、世界をより良く 力には冷めた視線を向けているように感じられる。　
ロ
イ
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所（
R
EU
T
ER
S IN
ST
IT
U
T
E FO
R
 T
H
E 
ST
U
D
Y
 O
F JO
U
R
N
A
LISM
）
の
“D
IG
ITA
L N
EW
S R
EPO
RT
 2016” に
よ
る
と日本は、
他国に比べ
て政治や経済、
国際ニュース
な
ど
の
「ハード
ニュー
ス
」
よ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ、
生
活
情
報
な
ど
の「
ソ
フ
ト
ニュース」に関心を持つ人の割合が極端に高い ソフトニュースにより強い関心を持っていると回答した人の割合が、アメリカが一二％、イギリスが一七％なのに比べて、日本は三四％と突出して高い。世代別でみる
と
日
本
の
十
八
か
ら
二
十
四
歳
は
五
八
％
で、
ア
メ
リ
カ
の
同
世
代
の
二
三
％、
イギリスの一七％と比べて群を抜く高さだ。　
日本の若い世代は、世界的にみても「ハードニュース」への関心が薄
いのだ。　
政治や経済、
国際問題に関心が薄く、
リ
ア充な感覚を持つ学生た
ち
は、
「
真実を追求する」
「権力を監視する」ことを掲げるマスメディアに、傲
慢さを感じているのではないか。
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つまりマスメディアは、社会正義を振りかざすことによって知的な特
権階級に自分たちを位置付ける偉そうな人たちと受け止められているのではないか。　
本
来
な
ら
警
戒
や
監
視
の
対
象
で
あ
る
政
治
権
力
や
大
企
業
に
対
す
る
関
心
が、
リア充な感覚の中で薄くなり、政治や社会問題に批判的な視点を持つマス
メ
ディア
に
「あ
な
た
た
ち
は何様な
の」
と白け
た目線を向け
て
い
る
の
だ。
そうした中、ネット空間で、記者 の行き過ぎた取材や報道のミス等が可視化され、マスメディアへの不信、警戒が増幅されていると考えられそうだ。現場の萎縮　
では、こうしたマスメディアへの不信や警戒は、番組制作や記事編集
の現場に、どんな影響を及ぼしているのだろう。　
一つは現場の萎縮である。人権に配慮し、ミスのない報道をするのは
当然だ。ただ「危ないことは、やらせないムード」
（テレビ局幹部）が、
現場の志気を下げていることに 懸念が必要だろう。　
過剰なコンプライアンスへの配慮は、現場
を萎縮させる上、番組や記
事から個性を奪い、前例踏襲の安全策ばかりがはびこってしまう。そして、記事や番組が、
「定型」にはまりこんでいることには問題がある。
　
内田（二〇一〇）は、マスメディアが、こうした「定型」に陥ってい
ることを指摘し、記者や編集者が個人として責任を取らない記事編集等の在り方に疑問を呈して、次のように指摘している。　「メディアでは、個人は責任を取らない。責任を取ることができない。これ
は
お
か
し
く
な
い
で
しょう
か。
『最終的に
そ
の責任を引き受け
る個人を
持
た
な
い
』
よ
う
な
言
葉
は
そ
も
そ
も
発
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」（
ｐｐ  八
九
―
九〇）
　
マスメディアには、人が引っ掛かりを覚える棘が必要だ。これまでに
ない表現や切り口を求め、常識を覆す隠された真実 つかみ、人々に驚
きや怒り、感動を呼び起こす、必要がある。萎縮と定型の中に、棘が生まれるはずがない。　
ネ
ッ
ト
配
信
で
世
界
を
席
巻
す
る「
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス（
N
ET
FLIX
）」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ「
全
裸
監
督
」
が
今
夏、
配
信
さ
れ
話
題
に
な
っ
た。
Ａ
Ｖ
監
督
として一世を風靡した村西とおる監督を描いたドラマだ。興味深かったのは、全裸監督の新聞広告だ。　
日経広告手帳
　
速報版（二〇一九年八月十九日）によると、日本経済
新聞に掲載された 面広告には、墨で染めたような黒塗りの上に白抜きで「欲望」
「本能」
「真実」
「快楽」
「狂気」の五つのキーワードが記され
ている。筆者には、ネットフリックスが、新聞やテレビが萎縮や定型化の
中
で
失
い
つ
つ
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
逆
説
的
に
新
聞
広
告
に
提
示
し、
「
全
裸
監
督」 棘をアピールする戦略のように感じられた。若いメディア人の不安と苛立ち　
さらに、もう一つの現場への影響は、若い記者やテレビマンたちに不
安と苛立ちが生まれていることだ。マスメディア離れの顕在化は、マスメディアの稼ぐ力が衰えることに直結する。しかも 若い世代にな ほど、マスメディア離れ 加速していく構造は、若いメディア人に深刻
な
将来不安を呼び起こしている。　
そして、若い記者やテレビマンたちの苛立ちは、新聞やテレビの経営
者に向けられている。ネットというイノベーションがメディアの在り方を根本から変えたのに、なぜ新聞やテレビは、既存のビジネスモデルを強固に守り続けている か。 、経営者は、新たな時代に合わせて大胆に変革しないのか。
「新たな提案は、ことごとく潰されました」
。こう
嘆く、若い記者やテレビマン 話を何度聞いたか分からな 。　
オ
ラ
イ
リーと
タッシュマ
ン
（二〇一九）
は、
な
ぜ多く
の成熟企業が、
イ
ノベーション 対応できず、退出していくのかを分析した。オライリーら
は、
「探索」
と
「深化」
の
バ
ラ
ン
ス
が高度に取れ
て
い
る
「両利き」
の経
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営ができる企業が生き残っているという。　
成功したビジネスを深堀して、磨き込んでいく深化に取り組んで、社
会的な信用や収益を確保する一方で、不確実性の高い探索に乗り出して新たなビジネスチャンスを狙う「二兎を追う」企業こそが、生き残っているというのだ。　
ただ、実際に両利きの経営に乗り出すのは難しい。ビジネスが成功す
る
と経営者は
「深化」
に傾斜、
「自分た
ち
は正し
い」
と思い
が
ち
だ。
そ
こ
に成功の罠がある。しかも、新規の事業が既存の事業 侵食する共食い（カニバライゼーション）という難題も待ち受ける。　
さらに、若い世代のマスメディア離れが急速に進んでいる一方で、七
十代以上の高齢者 間では、む ろ既存のマスメディアへ 傾斜すら見られる。　
高齢化が進む日本では、すでに七十歳代以上の人口の二割に達してい
る。それなりの規模 需要があるとも言える。インターネットという破壊的なイノベーションによってマスメディアが危機に
立たされているこ
とを意識していないマスメディアの経営者はいないだ う。しかし「意外と大丈夫じゃな か」という成功者 罠にマスメディア 経営者を陥れ続けているのは、テレビや新聞 これまで通りに接す 高齢者の存在があるのかも知れない　
皮肉な言い回し
を
す
れ
ば、
「自分が経営陣に
い
る数年ぐ
ら
い、
な
ん
と
か
なるだろう」と多くのマスメディアの経営者は考えてい かもしれない。
少な
く
と
も若い
メ
ディア人た
ち
の多く
は、
そ
ん
な危惧を抱い
て
い
る。
　
しかも、事業の「共食い」の問題も大きなハードルだ。例えば 新聞
がネットに大量に記事を流せば、ネットで情報が読めるため、印刷された新聞の読者は、ますます離れてしまう。ネットと印刷され 新聞の共食いが起こる。事業の軸をネットに移せば、既存の顧客を失うことになりかねないのだ。　
そ
も
そ
も日々、
多様な
コ
ン
テ
ン
ツ
が発信さ
れ続け
て
い
る
ネット空間で、
収益を確保するのは容易ではない。事実
上の独占の利益を享受している
マスメディアのビジネスと比べると、ネット上で広告料や購読料を確保することは、各段に難しいのが現実なのだ。今こそ棘のあるコンテンツを　
し
か
し、
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え、
「
両
利
き
」
に
挑
戦
し
て
い
る
マ
ス
メ
ディアもある。大手新聞社で 経済やビジネス領域で圧倒的な優位を武
器
に
有
料
の
電
子
版
で
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
日
本
経
済
新
聞
社
が、
代
表
例
だ
ろ
う。
大
手
出
版
社
の
講
談
社
も
ウ
エ
ブ
メ
デ
ィ
ア「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
」
を立ち上げ、ユニークな記事を配信、収益の確保も進んでいる。ダイヤモンド社のダイヤモンドオンライン、東洋経済新報社 東洋経済オンライ
ン、
文藝春秋社の文春オ
ン
ラ
イ
ン等も注目記事を次々に発信し
て
い
る。
　
そ
の一方で、
ネット専用の
メ
ディア
の
N
ew
s Picks は、
大手メ
ディア
が
ネット上で配信する記事などに専門家がコメ トして新たな切り口を提示する仕組み 異彩 放つ。さら 、オリジナルコンテンツでも、ネットの特性を生か
して個性的な経営者のロングインタビューを発信、写真
やグラフィックスで複雑なニュースのポイントを分かり易く伝える工夫でも注目されている。　
経済ニュースを軸とした「ハードニュース」を取り上げているが、私
の
ゼ
ミ
の学生た
ち
の数人は、
課金
（学生割引の五百円）
を払って、
N
ew
s 
Picks を継続的に読ん
で
い
る。
ネット
が軸だ
が、
多く
の記者や技術者を抱
えながら、すでに黒字転換を果たしていることにも納得がいく。　
一方で
グ
ローバ
ル
に
み
れ
ば、
ト
ラ
ン
プ大統領の誕生を受け、
ニューヨー
クタイムズの電子版の購読者が大きく伸びた。フェイクニュースの拡大に世界が揺さぶられる中、ネット上に確かな情報を求める読者は増えている。優良なコンテンツにお金を払う動きも広が はず 、収益機会も増えるはずだ。　
既
存
の
宅
配
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ビ
電
波
の
独
占
に
寄
り
掛
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
は、
すでに曲がり角を迎えた。これまで やり方を踏襲した守りの記事や番
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評　論
組では、若い世代を捉えることはできない。しかし、感覚を磨き、感性を開けば、人に引っ掛かりを与える棘は生み出せるはずだ。私も志のあるマスメディア とともに、前に進みたい。　
そして、今の学生たちは、利他性が高く、社会に対する優しい目線を
持っている人が多い。だからこそリア充な現実にとどまり、不確実性の高い世界の未来から目を背けるのではなく、世界の成り立ちに関心を持ち、豊かな世界を作り上げること 貢献してほしい。棘を秘めたニュースやコンテンツに接すことは視野を広げ、世界に挑む最初 一歩となるはずだ。
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